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いじめアンケートについて

本年度も、６月と11月にいじめアンケートを実施しました。このアンケートは、国が定める「いじめの防止

等のための基本的な方針」と京都府が作成している「京都府いじめ防止基本方針」に実施が定められており、

児童生徒の生命・身体の尊重を第一に、いじめを早期発見、対応することを目的としています。どんな小さな

ことでも、見過ごすことなく原因を明らかにし、解決・解消していくことを教職員で確認しアンケートを実施

しています。

アンケート調査の結果「からかいや悪口を言われる」「髪を引っ張られたり、遊ぶふりをしてたたかれたり

する」等の回答が少数ながらありました。調査の回答をもとに該当の児童生徒から担任が丁寧に聞き取りを行

い、状況を十分に把握して対応しました。その結果、友だちの思いが分かりづらい児童生徒から普段以上の関

わりがあったり、スキンシップが行き過ぎてしまったりするなど、相手に嫌な思いをさせようとしているわけ

ではなく、普段からコミュニケーションの力をつけていくことなどで解決、解消していける内容でした。どう

いう状況であろうと、嫌な思いをしてアンケート調査に回答したことは事実です。友だちとの適切な関わりを

指導していくことや児童生徒同士の話し合いの場をもって思いを伝えあうなどして、解決に至るように指導・

支援しています。そして、日常の生徒たちの関わりを丁寧に見ていくことを全職員で確認しています。今後も

実態把握、早期対応に努め、児童生徒が楽しく安心して学べる環境作りに向け、引き続き見守り、指導してい

きます。

御家庭で気になるお子さんの様子や発言がありましたら学校にお知らせいただきますようお願いします。

2月14日（火）、京都府立八幡支援学校にて、「京しごと技能検定介護の部」がありました。本校の
高等部からは6名が参加しました。
介護の検定は、主にベッドメイキングをいかに美しく安全にてきぱきと行えるかという内容で、介護

現場等で働く力や職業への関心を高めることをねらって取り組んでいます。介護用ベッドの取り扱いや、
安全面・衛生面への配慮、しわなくシーツをセットすること、自分の腰を傷めないようにひざを曲げな
がら作業することなど、気をつけることがたくさんあり、それら一つ一つをクリアしていく必要があり
ます。
練習を始めたころは、なかなかスムーズに作業できなかった1年生も、昼休みなどに自主練習にも取

り組み、少しずつコツをつかんでいく様子がありました。また、昨年に引き続いて参加した3年生は、
進路の取組と重なる忙しい中で時間を見つけて練習をし、今年度は見事1級を取得することができまし
た。

他校の生徒や教員、
介護関連企業の
方たちが見守る緊
張感の中、力を発
揮してきました！



３月３日(金) 中学部 ３年生を送る会

３日(金) 寄宿舎 お別れ会

６日(月)～10日(金) 個人懇談会

10日(金) 高等部 お別れ会

16日(木) 卒業証書授与式

20日(月) 修了式（11:30下校）

※行事等は変更する場合があります。

中学部では、「ありがとうの木」と「あ
いさつ運動」の取組を行いました。「あり
がとうの木」では、家族や友だちなどへの
感謝の言葉を花型の紙に書き、木に貼りま
した。普段なかなか口に出せない感謝の気
持ちを文字にし、心温まる満開のありがと
うの木が出来上がりました。「あいさつ運
動」では、ポスターを作って各学級に配っ
たり、あいさつの動画を作り児童生徒玄関
に立って全校のみんなにあいさつをしたり
しました。生徒同士が元気に明るくあいさ
つを交わす姿が見られ、とても気持ちの良
い時間となりました。

「より良い学校にしていくために、一人一人ができることをする」というねらいで各学部で学校づく
りの取組を行いました。高等部は、１学期に取組をしましたので、今回は小学部と中学部の様子を紹介
します。

小学部では「みんなで遊びた
い」という願いをもとに、代表
児童が中心となって、みんなで
楽しく遊べる「オセロひっくり
返しゲーム」を行いました。他
学級の友だちとチームになって
オセロをひっくり返したりひっ
くり返されたり…白熱したゲー
ムを繰り広げ、みんなで楽しい
時間を過ごしました。

２月６日（月）～10日（金）と13日（月）～17日（金）の間、高等部５組～８組が学習グループ
に分かれて校内実習を行いました。布加工、木材加工、布加工の授業で身につけた基礎的な技術を生か
して製品作りを行いました。製作した製品は、「ふれあい・心のステーション」や「地域販売会」で販
売する商品となります。より丁寧に、心をこめてお客様の立場に立った製品作りを目指して作業に取り
組みました。この実習は職場で働く事前の取組に位置付け挑んでいます。４グループとも１週間の実習
をやり遂げることができました。以下の製品を作りました。
・Fグループ 「タイルコ―スター」「ウッドマグネット」「一輪挿し」
・Gグループ 「小判皿」「ソープディッシュ」「歯ブラシスタンド」
・Oグループ 「ネックウォーマー」「ネクタイ」「ウォールポケット」
・Pグループ 「プレート」「スプーン」「フォーク」「カッティングボード」
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